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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年10月18日(2012.10.18)

【公表番号】特表2008-542490(P2008-542490A)
【公表日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-047
【出願番号】特願2008-514096(P2008-514096)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/66     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/00    　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ  18/66    　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ  18/42    　　　Ｆ
   Ｃ０８Ｇ 101:00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年8月29日(2012.8.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１１】
　　イソシアネート（ａ）とイソシアネートに対して反応性の化合物（ｂ）のイソシアネ
ートに対して反応性の基ならびに場合によっては連鎖延長剤および／または架橋剤（ｃ）
との反応を９５０～１０５０のインデックスで実施する、請求項１記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　イソシアネート（ａ）とイソシアネートに対して反応性の化合物（ｂ）および連鎖延長
剤（ｃ）との反応は、通常のインデックス、有利に１０１０未満の特性値で行なうことが
できる。この特性値は、全体的に反応の際に使用される、成分（ａ）のイソシアネート基
と成分（ｂ）および（ｃ）の、イソシアネートに対して反応性の基、即ち反応性水素との
比によって定義される。１０００の特性値の場合には、成分（ａ）のイソシアネート基に
対して、成分（ｂ）および（ｃ）の活性水素原子、即ちイソシアネートに対して反応性の
官能基が使用される。１０００を上廻る特性値の場合には、複数のイソシアネート基は、
ＯＨ基として存在する。特に有利には、イソシアネートとイソシアネートに対して反応性
の基ならびに場合によっては連鎖延長剤および／または架橋剤（ｃ）との反応は、９５０
～１０５０の特性値で実施される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３４】
　Ｂｏｌｔｏｒｎ（登録商標）Ｈ２０：樹枝状ポリエステルアルコール、Ｍw：２１００
ｇ／mol、多分散度：１．３、Ｔg：３０℃、ＯＨ価：４９０～５３０ｍｇ ＫＯＨ／ｇ、
酸価：９ｍｇ ＫＯＨ／ｇ最大、
　Ｂｏｌｔｏｒｎ（登録商標）Ｈ３０：樹枝状ポリエステルアルコール、Ｍw：３５００
ｇ／mol、多分散度：１．５、Ｔg：３５℃、ＯＨ価：４８０～５１０ｍｇ ＫＯＨ／ｇ、
酸価：１０ｍｇ ＫＯＨ／ｇ最大、
　Ｂｏｌｔｏｒｎ（登録商標）Ｈ４０：樹枝状ポリエステルアルコール、Ｍw：５１００
ｇ／mol、多分散度：１．８、Ｔg：４０℃、ＯＨ価：４７０～５００ｍｇ ＫＯＨ／ｇ、
酸価：１１ｍｇ ＫＯＨ／ｇ最大、
　ＤＢＴＤＬ：ジブチル錫ジラウレート。
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